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松本市文書館特別専門員、前同館館長? 小松 芳郎 
（2015 年 10 月 4 日? 松本市美術館） 
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こと、目に浮かぶようですね。さらに、「私は明治 30 年 6 月 9 日に生まれました。日が照
り輝いた夏の暑い昼頃、えんえんと泣く男の子が生まれました。それはこの私であります。

























浄の 6 歳の時の 6 月、お父さんは浄が朝起きないうちにアメリカに行ってしまいました。
そのお父さんのことを見ておきたいと思います。父の名は、小岩井宗十といいます。元治
元（1864）年に東筑摩群の島立村、昭和 29 年 4 月 1 日に合併して松本市島立になりますけ
れども、その北栗に生まれています。たいへん優秀で成績が良く、いろいろな賞品をもら
っています。明治 13（1880）年の時に 16 歳だった宗十は、この松本平でたいへんに盛り
上がった自由民権運動、天皇に国会を開設してほしいという建白を求める運動に取り組み
ます。2 万人余の署名を持って、20 歳と 25 歳の 2 人の青年が東京へ行って 70 日間請願す
るんです。松本平には、自由民権運動をすすめる奨匡社という結社がありました。「奨匡」
というのは、立派なことを勧め悪いことを正すという意味の政治結社です。そこに島立村
から 15 人が参加していますが、16 歳の宗十もその一人です。宗十は、各地で演説会をして
います。この自由民権運動におされて、翌 14年に国会開設の詔を明治政府が出すわけです。
その後、宗十は島立村の書記になって、村の自治への関心を高めています。その 11 年後、
明治 24（1891）年に松本で騒擾事件が起こります、松本の城山公園に 1 万人が集まりまし
た。県を分ける、県庁を移すという、移庁・分県運動が明治 13 年からおきてきます。明治
4 年 11 月 20 日から明治 9 年 8 月 21 日まで、筑摩県の県庁が松本にありました。その筑摩
県と旧長野県が合併して長野県となり、県庁が長野におかれます。県庁を松本に移しなさ
い、それがだめなら二つの県に分けなさいという、移庁・分県運動が盛り上がります。明
治 21 年には移庁の建議書が県会に提出されます。それがだめになり、22 年には分県実現の
請願書を元老院と内務省に出します。最終的に却下されます。23 年には県会に移庁の請願















普通選挙運動に関わっています。明治 30（1897）年 7 月、松本で日本初の普通選挙運動の
決起集会が開かれました。松本は普通選挙運動発祥の地なのです。実際に実現するのはそ
の 28 年後の大正 14 年ですけれど。それにしましても、自由民権運動、移庁・分県運動、





奥さん、13 歳の長女、11 歳の次女、5 歳の浄、それから 3 歳の三女が残されました。その
後、帰国することなくアメリカで亡くなりますので、結局家族たちと会うことはありませ
んでした。カリフォルニア州の農場で働きましたけれども、排日運動の激化する中で、土





































知がきました。志願者 428 人中補欠も合わせて 146 人が合格したそうです。浄は 77 番だっ
たそうです。高等科 1 年で入ったのではこのくらいで丁度いいと。ちなみに島立の人は 20
人近く受けたけれども、もう 1 人が 95、6 番目の人と、浄の 2 人だけが入学できました。
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その 10 か月後に病気で亡くなります。 





































指します。なんとその準備のために体重が 1 貫（4 ㎏）目減ったと日記に記しています。こ
れも見事合格して、大正 5（1916）年 9 月 1 日に宮田小学校の代用教員を辞め、島立の北
栗の家に一週間の休養をとって上京をしています。上京をして野球部に入って体を鍛えて
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浄先生は、昭和 32（1957）年頃から癌に蝕まれて 34 年に亡くなりました。お父さんの















質問者 ?? 小岩井先生の葬儀に関する内容について、どこかに書かれているのでしょうか。 
小松? 葬儀のことは『深志人物誌Ⅲ』に書かれています。今日は松本時代の小岩井浄先生
だけを紹介しましたが、この本にはその後の亡くなるまでのことが全部書かれています。 
質問者 ?? 矯風会、相談会会長とありますが、矯風会というのはどのような会なんですか。 
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質問者 ?? 小岩井先生の葬儀に関する内容について、どこかに書かれているのでしょうか。 
小松? 葬儀のことは『深志人物誌Ⅲ』に書かれています。今日は松本時代の小岩井浄先生
だけを紹介しましたが、この本にはその後の亡くなるまでのことが全部書かれています。 
質問者 ?? 矯風会、相談会会長とありますが、矯風会というのはどのような会なんですか。 
小松? 明治 30 年に相談会、矯風会という二つができました。その後、廃止になったり復活
したりしていますが、相談会というのは、遠足や運動会の日程を決めて学校に諮る会です。
矯風会というのは、字のごとく、風紀を乱したり自治的な精神を怠ったりする生徒に対し
て、指導を加えていく会です。その際にあまりにも言うことを聞かなかったら、学校の先
生や担任とも相談をして、極端に言えば退学させるぐらいの覚悟でやります。ですから、
矯風会と相談会は意味合いが違うんですね。ただ、当時の松本中学にとって矯風会、相談
会の会長になるということは大変なことなんです。それだけの厳しさも求められます。そ
れを本荘校長は否定しにかかったわけです。歴代の矯風会会長、相談会会長、学校と先生
方と対立したということではなく、先生方と一緒になって自分たちの学校を自治の精神を
持ってやっていこうという、そういうことでの相談会であり、矯風会であると考えます。 
司会? お時間となりましたので、これで小松先生のご講演を終わらせていただきたいと思
います。もう一度小松先生に拍手をお願いします。 
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